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PolarFire SoC MSS DDR トレーニング状況の確認方法 

 

Fabric 側の DDR は Libero SoC の SmartDebug にて確認するのに対し、 

MSS DDR は Memory Log Analyzer を別途インストールして確認します。 

Memory Log Analyzer は、2025 年 1 月時点では LPDDR4 と DDR4 のログ確認に 

対応しています。 

※ UART が有効となっていることを前提とします。 

 

流れ:  

(1) SoftConsole にてベアメタルのアプリケーション(mpfs-hal-ddr-demo)を実行する 

(2) UART で出力された Terminal 上のログを取り、テキストファイルとして保存する 

(3) Memory Log Analyzer にファイルを読み込ませ、結果を確認 

(4) Memory Log Analyzer の Help から結果に応じた Workaround を確認する 
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[手順] 

① PolarFire SoC のページ > Power Estimators/DDR Memory Analyzer タブより 

  Memory Log Analyzer GUI Installer を入手、インストールします。 

 https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/system-on-chip-

fpgas/polarfire-soc-fpgas#Documentation 

   

 

② GitHub より bare-metal-example をダウンロードします。 

https://github.com/polarfire-soc/polarfire-soc-bare-metal-examples 

 

③ GitHub よりダウンロードした bare-metal-example のうち、 

mpfs-hal-ddr-demo プロジェクトをインポートします。 

 

https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/system-on-chip-fpgas/polarfire-soc-fpgas#Documentation
https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/system-on-chip-fpgas/polarfire-soc-fpgas#Documentation
https://github.com/polarfire-soc/polarfire-soc-bare-metal-examples
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④ mss_sw_config.h の 

161 行目にて#define DDR_BASE_BOARD のコメントアウトを解除します。 

 

 

⑤ mss_sw_config.h の 

   #define DEBUG_DDR_INIT と#define DEBUG_DDR_RD_RW_FAIL を 

確認します。もしコメントアウトされていたら解除します。 

 

 

⑥ 必要に応じて baremetal example にデフォルトで入っている MSS の 

構成ファイル(xml ファイル)を差し替えます。 

   2 回目のビルドなど、既に xml から生成された fpga_design_config フォルダが 

ある場合は ビルド前に中身を削除します。 

 

  ⑦ Buid Configurations が妥当かどうか(違い開発キットが選択されていないか等) 

ご確認ください。 
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  ⑧ mpfs-hal-ddr-demo プロジェクトをビルドします。 

 

 ⑨ ボードの電源を入れます。(もし既にデバッガからソフトウェアを走らせている 

場合、一度電源を落として再投入して下さい。) 

 

  ⑩ デバッグを実行します。 

 

 ⑪ Terminal を立ち上げます。 

 

 ⑫ デバッガを Run します。 

      
 

 ⑬ Terminal に表示されたログをテキストファイルにコピー&ペーストし、 

保存します。 

      

 

 ⑭ 最初にインストールした Memory Log Analyzer GUI を開きます。 
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⑮ ログを保存したテキストファイルを選択します。 

 

 

⑯ 結果が表示されます。 
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⑰ Training が fail している場合、Help から Workaround を確認可能です。 

 

   Help へのリンク :  

   https://onlinedocs.microchip.com/oxy/GUID-7F276F66-9418-456E-9FA3-

8E7EE40C9E25-en-US-7/index.html 

    
 

 

   

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

https://onlinedocs.microchip.com/oxy/GUID-7F276F66-9418-456E-9FA3-8E7EE40C9E25-en-US-7/index.html
https://onlinedocs.microchip.com/oxy/GUID-7F276F66-9418-456E-9FA3-8E7EE40C9E25-en-US-7/index.html
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変更履歴 

 

リビジョン 日付 概要 

V1 2024 年 1 月 新規作成 

   

 

 

 

 

 

 

免責およびご利用上の注意 

1. 弊社より資料を入手されましたお客様におかれましては、下記の使用上の注意を一読いただいた上でご使用くださ

い。 

2. 本資料は予告なく変更することがあります。 

3. 本資料の作成には万全を期していますが、万一ご不明な点や誤り、記載漏れなどお気づきの点がありましたら、 

本資料を入手されました下記代理店までご一報いただければ幸いです。 

株式会社マクニカ ホームページ https://www.macnica.co.jp/ 

4. 本資料で取り扱っている回路、技術、プログラムに関して運用した結果の影響については、責任を負いかねますので 

あらかじめご了承ください。 

5. 本資料は製品を利用する際の補助的な資料です。製品をご使用になる際は、各メーカ発行の英語版の資料も 

あわせてご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


